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研究成果の概要（和文）：本研究は、イタリア16世紀中葉の宗教的諸潮流を背景に、当時ヴェネツィア共和国で
制作された宗教美術作品（主に絵画、版画）の分析を行なった。近年のイタリア宗教史の成果から当時の教会の
異端問題に対する態度の変遷を正確に把握することによって、美術作品に表現にいかなる同時代的意味を読み取
ることができるのかを問題とし、俗語訳聖書の統制の経緯と宗教美術の問題、異端の嫌疑をかけられた高位聖職
者に関連する美術作品の解釈といった問題に、いくつかの新たな知見をもたらすことができた。

研究成果の概要（英文）：This research focused on the controversial religious currents in the 
mid-16th century Italy and their relation to the contemporary Venetian religious art. Consulting the
 rich fruits of recent studies in religious history, our research tried to present new analyses on 
several art works from the period, particularly in relation to the history of Roman Church’s 
regulations regarding the vernacular translation of Bible, and the cases of severe control of 
heretical thoughts. As a result, we could shed light on iconographic questions concerning some 
mid-16th century Venetian religious works.

研究分野：芸術学　美術史

キーワード： ヴェネツィア絵画　対抗宗教改革　キリスト教美術　異端審問　俗語訳聖書
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は16世紀ヴェネツィア絵画のいくつかの作例について、同時代の宗教的潮流との関係からいくつかの新知
見をもたらすことができた。その成果は、主として英語で発表、あるいは刊行されることにより、国際的な美術
史研究者のコミュニティから新たな学術的貢献として一定の評価を得ている。たとえば、マドリード自治大学の
フェルナンド・マリアス教授、グラスゴー大学のトム・ニコルス教授らが、これらの研究成果に言及あるいは引
用している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
従来、16 世紀半ばから後半におけるヴェネツィア宗教絵画の図像学的考察は、対抗宗教
改革におけるカトリック側の主張点の反映として単純に解釈されることが一般的であった。
たとえば、最後の晩餐の図像における聖体の強調、聖人伝図像等における善行・慈愛の強調
は、宗教論争の争点であった実体変化の教義や、ルター派の「信仰のみによる義認」に対す
るカトリック側の伝統的主張を反映している。こうした解釈にはもちろん妥当性はあり、や
がてトリエント体制下の宗教美術に受け継がれていくものであることは確かであるが、本
研究が対象とする時期においては、このような単純なカテゴライズに収めることのできな
い、個性的な図像表現が数多く生み出されており、それらは「対抗宗教改革」というキーワ
ードのみでは説明しきれない多様性を示している。 
 一方、宗教思想史の分野では、トリエント公会議開幕前夜から開催期間中のイタリアにお
ける正統と異端の複雑な問題系は、近年までに多くの研究成果を生み出してきた。1530年
代から 1550年代にかけての教皇庁のルター派に対する態度は、いくつかの段階を経て早い
リズムで変化しており、教皇パウルス 3 世による改革派枢機卿の任命と教会改革のための
評議会の設置（1535）、レーゲンスブルク帝国議会におけるプロテスタントとの和解の試
みの完全な失敗（1541）、ローマにおける異端審問所の再編成（1542）、トリエント公会
議の開幕（1545）、ヴェネツィアにおける異端審問組織の設置（1547）、パウルス 4世（ジ
ャンピエトロ・カラーファ）の教皇登位に伴う異端審問・出版統制の強化（1555）といった
展開をたどっている。その間に、もともとルター派の思想の一部に共感的でもあった改革派
のカトリック知識人たちが、和解の不可能性が明らかになってのち、保守的姿勢の硬化のな
かで異端視され弾圧されていくという結果も生じる。しかし同時に、ローマ教会の腐敗に対
する批判の伝統を背景として、プロテスタント思想に対する共感的態度はイタリアの社会、
とりわけドイツとの経済的つながりの強いヴェネツィア社会のなかに根強く浸透・存続し、
異端審問所による摘発を通じて記録に残されることとなった。これらの記録にうかがわれ
る隠れた異端的コミュニティの存続や禁書の地下流通の様相は、近年までに多くの歴史家
たち（アドリアーノ・プロスペリ、ジリオーラ・フラニート、マッシモ・フィルポら）によ
って詳細に検討されてきている。 
 こうした歴史的実態に照らすとき、美術史の分野においても、「人文主義と世俗性を特質
とするルネサンス的価値からパウルス 3 世時代を境とするトリエント体制下の宗教的厳格
化への移行」という単純な図式では理解しきれない領域があることは明らかであろう。本研
究はそうした観点にたち、1540 年代から 1570 年代にヴェネツィアで制作された宗教的イ
メージ（絵画のみならず版画も含む）を分析・考察する。 
 
２．研究の目的 
本研究は、トリエント公会議の開催時期とおおよそ重なる 1540年代から 1570年代にか
けてヴェネツィアで制作された宗教絵画を扱う。研究の目的は、カトリックとプロテスタン
トのあいだの教義上の論争が熾烈をきわめ、またイタリアにおいてもプロテスタント的見
解が依然として無視しえない影響力をもったこの時期において、宗教美術の表象が思想上・
教義上の論争にいかなる反応を示し、いかなる変容をとげたかという問題に着目し、システ
マティックな作品分析を通じて新たな知見を見いだそうとするものである。対象とする主
要な画家は、従来から申請者の研究対象であるヤコポ・ティントレット（1519-1594）を中
心に、バッティスタ・フランコ（1510頃-1561）、ヤコポ・バッサーノ（1515頃-1592）等
である。 
 
３．研究の方法 
本研究を進める手順は、方法論的にはコンテクスチュアルな実証研究と図像学的な分析
を組み合わせたかたちとなる。実施項目としては、①関連する宗教思想・宗教著作に関する
文献的研究、②対象作品の実見調査と文献的研究、③対象作品に関連した一次史料の調査、
④作品の様式的・図像学的分析、⑤図像的典拠となった同時代の版画刊行物等に関する調査
が主要なものとなる。作品自体の調査から抽出される論点と、同時代の宗教論争において争
点となった教義との対応関係を措定していくことが、本研究の基本的な手続きである。 



したがって、特に宗教史、宗教思想史における当該の時代的・地理的範囲の近年の研究成
果に十分に目配りを行ない、そこから同時代美術の動向に関連しうる情報を厳密な経時的
順序で整理する。そうした宗教的背景を念頭に置きつつ、この時期に制作された美術作品を
細部にわたって分析することで、これまでの作品解釈では見逃されてきた作品の表象内容
を明らかにしていく。 
 
４．研究成果 

以上の目的・方法に基づいて研究を進めた結果、次のような研究成果が得られた。 

（１）16 世紀中葉のイタリアの宗教的思潮を敏感に反映した出来事として、トリエント公会議

の経緯や教令の内容に加えて、ローマ教皇庁における出版統制の問題について集中的に調査し

た。この経緯は複雑な時系列をたどっているが、とりわけ宗教絵画との関連で注目されたのは俗

語版聖書の出版統制の問題であった。教皇庁による禁書目録における聖書版本の統制方針の変

遷、およびその複雑な時系列を整理した結果、こうした潮流が同時代のヴェネツィア絵画におけ

る図像表現に一定の反響を及ぼしている可能性が確認され、その考察の成果を立教大学で開催

された「新約聖書図像研究会」で発表するとともに、2020 年度内に英文論文として公刊を準備

押している。 

（２）16世紀中葉、とりわけ 1550 年代から頻発する高位聖職者に対する異端審問の状況につい

て調査を進め、特にヴェネツィアの重要な芸術パトロンとして知られるアクイレイア総大司教

ジョヴァンニ・グリマーニにかけられた異端の嫌疑および審問の経緯について整理した。その結

果、グリマーニに関連するいくつかの版画および絵画作品（アンドレア・スキアヴォーネ、バッ

ティスタ・フランコ、エル・グレコなど）について、新たな知見として、こうした文脈下で宗教

的正統性を主張するための図像内容が示唆された。この成果は、アテネのベナキ美術館から刊行

されたエル・グレコに関する論文集で発表した。 

（３）宗教思潮の問題に直接的に関連する内容ではないが、2018 年／19 年が本研究の内容に密

接に関係するヴェネツィア画家ヤコポ・ティントレットの生誕 500 年にあたっており、世界各地

で多くの関連する催しが行われたため、積極的に関与した。ワシントン・ナショナル・ギャラリ

ーおよびヴェネツィアのパラッツォ・ドゥカーレで開催されたティントレット大回顧展の企画

に学術委員会メンバーとして参加し、展覧会図録の一部を執筆した。また、ニューヨークのモー

ガン図書館で開催された関連シンポジウムに招待され、口頭発表を行なうとともに、同図書館で

開催されたティントレットを中心とするヴェネツィア素描の重要な展覧会について、詳細な展

覧会評をニューヨークの学術誌「マスター・ドローイングス」に執筆・投稿した（2020 年 6 月

刊行予定）。 

（４）ほぼ同時代の我が国における関係する問題として、現在カトリック長崎大司教区に所蔵さ

れる 17 世紀初頭の貴重なキリシタン絵画遺品、いわゆる「聖母マリアの御絵」について集中的

な調査を行なった。その結果、この作品が、第二次大戦中に長崎で焼失したと考えられ、国立歴

史民俗博物館に写真が残る別のキリシタン絵画「マリア十五玄義図」と同一作者によるものであ

ることが明らかになり、従来あいまいであった制作年代や、キリシタン弾圧の歴史のなかでの文

脈を明らかにすることができた。この成果は長崎県立博物館の紀要で公刊し、また、近く英文で

も発表する予定である。 
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